
　

東
京
郊
外
の
住
宅
地
が
広
が
る
緩
や
か
な
丘
陵
地
に

建
て
ら
れ
た
国
際
的
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
メ
ー
カ
ー
の
本

社
ビ
ル
で
あ
る
。創
業
地
で
あ
る
こ
の
敷
地
に
、こ
れ
ま

で
断
続
的
に
建
設
さ
れ
て
き
た
諸
施
設
を
全
面
的
に
建

て
替
え
、分
散
し
て
い
た
本
社
機
能
・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企

画
の
事
務
管
理
部
門
と
技
術
開
発
部
門
を
ひ
と
つ
の
建

物
に
集
約
し
、ス
ピ
ー
デ
ィ
で
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
も
の
づ

く
り
環
境
の
創
出
を
目
指
し
た
複
合
施
設
で
あ
る
。敷

地
は
南
の
幹
線
道
路
か
ら
北
に
緩
や
か
に
三
㍍
程
度
の

上
り
勾
配
と
な
っ
て
い
る
奥
行
約
九
〇
㍍
の
不
整
形
な

地
形
で
あ
る
。敷
地
の
南
北
軸
に
沿
い
、敷
地
勾
配
と
逆

勾
配
の
片
流
れ
大
屋
根
を
戴
く
事
務
・
研
究
部
門
の
複

合
施
設
で
あ
る
本
館
棟
を
中
央
に
、西
側
に
は
本
館
棟

と
は
逆
勾
配
で
呼
応
す
る
食
堂
棟
、東
側
に
は
機
械
車

庫
棟
と
い
う
三
棟
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
館
棟
は
、南
側
の
事
務
管
理
部
門
と
北
側
の
研
究

開
発
部
門
を
、ふ
た
つ
の
光
庭
を
挟
み
敷
地
勾
配
を
活

か
し
た
ス
キ
ッ
プ
断
面
構
成
と
し
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
は
エ
レ
ベ
ー
タ
、階
段
・ス
ロ
ー
プ
を
一
体
化
し
た
ふ

た
つ
の
光
庭
中
央
の
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ア
に
よ
り
繋
が
っ
て
い

る
が
、光
庭
を
通
し
た
視
覚
的
な
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。事
務
管
理
ゾ
ー
ン
南
面
は
眺
望
と

開
放
感
確
保
の
た
め
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
設
置
し
て
い
な
い

が
、日
射
遮
蔽
と
負
荷
低
減
を
図
る
多
機
能
フ
ィ
ル
タ

ー
が
設
置
さ
れ
、建
築
計
画
と
一
体
に
な
っ
た
自
然
通

風
の
確
保
と
合
わ
せ
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ（
五
〇
％
以

上
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
）相
当
の
環
境
性
能
を
確

保
し
て
い
る
。

　

外
観
は
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
を
有
す
る
片
流
れ
大
屋
根
の

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
よ
り
特
徴
的
な
フ
ォ
ル
ム
を
構
成
し
て

い
る
。南
北
面
は
開
放
的
な
ガ
ラ
ス
ス
ク
リ
ー
ン
、東
西

面
は
閉
じ
た
コ
ア
ウ
ォ
ー
ル
と
し
な
が
ら
も
、垣
間
見
え

る
光
庭
や「
ギ
ル
」と
称
す
る
三
角
出
窓
と
採
光
の
た
め

の
細
い
横
ス
リ
ッ
ト
に
よ
り
彫
塑
的
な
外
観
と
な
っ
て
い

る
。こ
の
特
徴
的
な
建
物
形
態
を
実
現
す
る
た
め
に
、目

の
字
型
の
剛
接
架
構
に
よ
り
大
屋
根
を
構
成
し
、エ
キ

ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
設
け
な
い
構
造
計
画
と
し

て
い
る
。ま
た
、外
装
デ
ザ
イ
ン
の
自
由
度
を
高
め
、設

備
計
画
の
制
限
を
で
き
る
限
り
小
さ
く
す
る
た
め
に
、

建
物
全
周
を
二
〜
一
一
㍍
跳
出
し
架
構
と
し
構
造
上

の
制
限
を
極
力
少
な
く
す
る
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　

形
状
が
複
雑
で
高
精
度
・
高
品
質
を
要
求
さ
れ
る
各

部
位
・
デ
ィ
テ
ー
ル
に
対
し
、実
施
設
計
段
階
よ
り
フ
ロ

ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
施
工
部
隊
の
参
画
と
、Ｂ
Ｉ

Ｍ
活
用
に
よ
る
各
処
納
ま
り
の
検
討
を
実
施
し
て
い

る
。杉
板
本
実
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
は
じ
め
徹
底
し
た
Ｐ

Ｃ
化
を
図
り
、工
期
遵
守
に
向
け
た
生
産
性
向
上
と
品

質
の
確
保
を
目
指
し
て
い
る
。

　

世
界
へ
向
け
て「
音
」の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
発
信

し
、「
分
散
し
て
い
た
諸
部
門
を
集
約
し
、社
員
間
の
交

流
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
環
境
を
創
出
で
き
る
新

本
社
を
」と
い
う
経
営
者
の
強
い
思
い
と
、そ
の
要
望
に

見
事
に
応
え
実
現
さ
せ
た
設
計
者
・
施
工
者
の
レ
ベル
の

高
い
取
り
組
み
、そ
し
て
竣
工
後
の
新
本
社
に
対
す
る

誇
り
・
愛
着
を
持
っ
た
維
持
管
理
・
運
営
は
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞

に
相
応
し
い
作
品
と
い
え
よ
う
。
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克
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栗
山
茂
樹

西側の上空より建物を見る。北側の住宅地に配慮し、傾斜する地形を反映した群造となっている。

最上階となる5階のルーフガーデン

選
評

review

オ
ー
デ
ィ
オ
テ
ク
ニ
カ
本
社

《2019年 第60回 BCS賞受賞作品》愛知県立愛知総合工科高等学校／赤坂インターシティAIR（赤坂一丁目地区第一種市街地再開発事業）／ OIST 沖縄科
学技術大学院大学 フェイズ1／太田市民会館／オーディオテクニカ本社／ GINZA SIX ／新発田市新庁舎／新山口駅北口駅前広場「０番線」・南北自由通路／
東京ガーデンテラス紀尾井町／東京ミッドタウン日比谷／富山県美術館／ナセBA（市立米沢図書館・よねざわ市民ギャラリー）／HIRAKATA T-SITE／フェスティ
バルシティ（中之島フェスティバルタワー（東地区）、中之島フェスティバルタワー・ウエスト（西地区））／立命館大学大阪いばらきキャンパス

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる建築
物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三者を表
彰する建築賞です。この賞は、1960年にはじまり2019年で60回を数えました。
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1. 視線と環境の制御に配慮した南面のファサード 　  2. 片流れ大屋根と呼応した大空間の技術執務室
3. 本館の西側に配置した自然光が差し込む食堂棟　4. スピーディな製品開発を実現する無響室
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●建築主 ㈱オーディオテクニカ
●設計者 早稲田大学赤坂喜顕研究室
 ㈱竹中工務店
●施工者 ㈱竹中工務店 
●所在地 東京都町田市西成瀬2-46-1
●竣工日 2016年1月6日

●敷地面積　5,327㎡
●建築面積　2,719㎡
●延床面積　6,838㎡

●階数　地上5階
●構造　鉄骨造

オーディオテクニカ本社 
計画概要

　この本社新社屋は、創業57年の歴史を継承し、音響専門メーカーとしての文化を感じさ
せる社屋となったものと思います。竣工後は、重要な海外顧客を多く迎えるなど、文字どおり
「ATグループのHQ」「ブランドイメージ発信の場」となりました。執務フロアはフリーアドレス
の導入に成功し、場にとらわれない働き方を実現しました。本社以外のグループ会社にも順
次展開しており、新社屋建築が働き方改革の契機となりました。
　当社と設計者との関わりは20年以上におよび、経営者と従業員の強い想いを期待以上
に反映していただきました。建物以外でも、家具作図、調度品レイアウト、植栽デザインなど、
すべてにおいて深く関わっていただきました。また、高難度の設計を具現化し得た施工者の
卓越した技術力と尽力にも感謝いたします。

マーケティング、企画、開発、検証が集約されスピーディな開発環境を実現

株式会社オーディオテクニカ
取締役　管理部ゼネラルマネージャー

小柳益男 Masuo Oyanagi

建
築
主
よ
り

　オーディオテクニカ本社は、この企業の創業地である東京近郊の緩やかな丘陵地に建て
られています。街並みのスケールと地形に応答したここでしか成立しない建築の“形„を求め
て、敷地固有の傾斜がデザインのモチーフとなりました。これを建築的なCI表現のためのデ
ザインコンセプトとして組み直し、外部の形態構成から内部の空間構成やディテールまで徹
底的に展開することでランドスケープに潜む地勢の“音„的な可視化が造形のテーマとなりま
した。最終的な“形„は、本社機能である管理部門と研究部門を共に文節かつ連結する、集
中と交流の空間効果のための視覚性に加えて、光や熱の自然エネルギーの環境性も考慮
に入れて決定されました。その時代に、その敷地に、その建築主によってしか建てられない一
回性の建築を目指しました。

一回性の建築を目指して

早稲田大学
教授

赤坂喜顕 Yoshiaki Akasaka

設
計
者
よ
り

関係者が一丸となったもの創りで「建築主の想い」を創出

株式会社竹中工務店
横浜支店　作業所長

坂本勤 Tsutomu Sakamoto

施
工
者
よ
り

M
essage from

 B
uilder 　オーディオテクニカ創立50周年記念事業に対する建築主、赤坂教授の「熱い想い」を共有

し、施工者として携われたことに感謝いたします。この建物は非常に複雑な形状の外装を有
し、技術エリアにおいては高い要求性能が求められました。建築主・設計者・施工者が三位
一体となり、「安全・品質・性能に妥協しない」を合言葉にもの創りに邁進しました。
　もの創りを全面的にサポートしていただいた協力会社並びに職方に深く感謝いたします。
また、この難易度の高いプロジェクトを関係者がベクトルをひとつにして、全工期無事故無災
害を達成し、BCS賞を受賞できたことはこの上ない喜びです。今後もこの賞を糧に、技術者
としてさらに磨きをかけ、技術を伝承し、もの創りに精進する所存です。

M
essage from

 C
lient

M
essage from

 A
rchitect フォーム

フォーム

インクリネーション

37 362020.05


